
2026年度 第 1回 4月期定例番組審議会議事録 

 

 

１．開催の日時  2026年 4月 15日（水） 

 

２．開催の場所  栃木放送本社会議室 

参加できない委員には資料を送付して番組をお聞きいただき、意見・感

想を返信してもらう形式で開催。 

 

３．委員の出席  委員総数 9名 

返信総数 1名 

出席総数 8名 

 

出席委員名   委員長        増田仲夫 

委員         竹内明子 

委員         若井明香 

委員         高橋久夫 

委員         小川俊彦 

委員         井出智子 

委員         北條俊明 

委員         白石智子 

委員         桐生典夫 

 

 

４．議   題 

（１）「ミライを照らせ」～KOSEN * passport to the world～ 

放送日 毎週土曜午後 7時～7時 30分放送中 

小山高専 2025年 2月 1 日 

沼津高専 2025年 3月 15日 放送分を試聴 

 

 

（２）その他 

 

 

５．議事内容 

（１）「ミライを照らせ」～KOSEN * passport to the world～について 

番組視聴：放送した番組を各委員に送付して試聴して頂きました。 



         

議題説明 

日本のモノづくりを担う全国の高等専門学校の教員や生徒に出演していただき、モノづく

りの楽しさや尊さなどについて語り合い、モノづくりの魅力を発信する番組。 

 

出 演 者・・・藤田真奈（フリーアナウンサー） 

海藤 満（碌々ｽﾏｰﾄﾃｸﾉﾛｼﾞｰ㈱代表取締役社長） 

       全国の高等専門学校（週替り） 

 

各委員からは 

◯高専の取り組みを周知する上で非常に有意義な番組であり、午後 7 時という放送時間帯

も適切です。小山高専のロボコンに関する放送では、学生の熱意や苦労といった生の声を

聴くことができ、解説を通じた「はやぶさ」の技術への理解も深まりました。また、沼津

高専による防災アプリ開発など、社会課題の解決に向けた姿勢には強く感銘を受けまし

た。一方で、ロボットの工夫点などは音声のみではイメージしづらく、ラジオの限界も露

呈しています。30 分という枠は、リスナーが最後まで聴き続けるには少々長すぎた懸念

があります。今後は、より学校への親近感を醸成するために、普段の授業風景や学校祭の

様子といった、身近な視点での紹介を取り入れるべきです。 

 

◯ターゲットを明確に設定することで番組の訴求力は高まる。高専の教育内容や学生の奮

闘を軸に、現役学生だけでなく社会で活躍する OB・OGの視点も取り入れることで、学び

が仕事やものづくりにどうつながっているかを立体的に伝えられる。専門性の高い内容

は一般との認識に差が出やすいため、わかりやすい説明が必要。研究成果そのものよりも、

ものづくりの魅力が伝わる構成が重要。 

 

◯ロボコンだけでなく多様な取り組みが紹介されており、高専はコンテンツの幅が広い。数

学と防災という組み合わせも知的好奇心を刺激する切り口となっている。出演した学生

や教員の真摯な姿勢に加え、アナウンサーの進行や専門家の解説が番組の質を高めてい

る。一方で 30分間を通して聴かせる工夫も必要であり、生音による臨場感やネット連動

など、ラジオならではの演出が重要。 

 

◯ラジオという制約はあるが、ターゲットがやや見えにくく説明も不足している印象。関係

者の中だけで完結せず、幅広い世代に伝わる丁寧な解説が必要。小山高専の事例ではロボ

コンへの熱意は伝わる一方、ものづくりそのものへの情熱や卒業後まで続く姿までは見

えにくい。沼津高専の防災数学も一般には馴染みが薄く、アプリ開発との結びつきが分か

りにくかった。内容が高度だからこそ理解を補う説明が重要で、構成の細かい部分まで配

慮した番組づくりが求められる。 



 

◯高専の学習や研究には多くの発見があり、知的好奇心を強く刺激される内容。学生の声を

直接聴ける点も番組の魅力となっている。一方でラジオである以上、映像がないことへの

配慮がやや不足している印象。「可愛い」といった表現だけでは伝わりにくく、形状や特

徴を具体的に言葉で補う必要がある。抽象的な説明にとどまらず、情景が浮かぶ描写が重

要。また、一度に多くを扱うのではなくテーマを絞り、一つの題材を丁寧に掘り下げる構

成が求められる。 

 

◯テレビと比べるとラジオではロボットの表情や学生の奮闘を具体的にイメージするのに

限界はあるが、解説によってアイデアの重要性や技術力の高さは十分に伝わっている。沼

津高専の事例でも、社会課題を捉えて形にする学生の力強さが印象に残る。不登校や高校

中退が増える中で、自ら発見し創造する力を育てる高専の教育は、これからの高校教育の

あり方にも示唆を与える内容。学校紹介にとどまらず、日本の教育の可能性を感じさせる

番組となっている。 

 

◯高専という枠組みで、想像をはるかに超える高度な学びが行われていることを知れたの

は非常に大きな収穫です。特に、高校生世代が実用的なアプリを自ら開発している点には

強い衝撃を受けました。進路を検討中の中学生や、radiko を通じて全国の高専志望者に

届くよう、番組がさらに発展することを期待します。課題としては、専門用語が多く内容

を理解しきれない場面があった点です。スタジオの盛り上がりに対し、映像のないリスナ

ーが置いてきぼりにされないよう、ロボットの外見を具体的に描写するなどの工夫が欠

かせません。30 分という放送枠を活かし、研究内容を専門外の人にも分かりやすく伝え

る構成をさらに追求して欲しい。 

 

◯音声だけではロボットの形状や動きがイメージしづらく、ラジオの難しさを感じる内容。

「可愛い」「苦労した」といった表現だけでは技術的な凄さが伝わりにくい。視覚情報が

ない分、どこが独創的でどの技術が決め手になったのかを具体的に言葉で補う必要があ

る。全体としてやや報告的な印象もあり、特に年配層には内容が抽象的に伝わる可能性が

ある。「独創的なアイデア」にとどめず、仕組みまでイメージできる説明が重要で、想像

を補う丁寧な描写が番組の質を左右する。 

 

◯学生が試行錯誤しながらものづくりに挑戦し、苦労や課題、社会実装への展望を自らの言

葉で語る姿は非常に勉強になります。特に小山高専の学生が楽しそうに話す様子は、ラジ

オを通じてもその熱量が伝わる素晴らしい内容です。一方で、リモート中継による現場紹

介は、パーソナリティのフォローがあっても音声だけでは状況を想像しにくい面があり

ます。また、BGM の音量が大きく、学生の声が聞き取りづらい箇所も見受けられました。

マイクとの距離や音量バランスに配慮し、会話中には BGMを絞る、あるいはカットすると



いった工夫を凝らすことで、より学生たちの声が届きやすい番組になります。 

 

 

 

当社としては、これらの意見をもとに、今後の番組制作や広報に取り組んでいきたい旨を、

各委員に伝えた。 

 

（２）その他 

 

 

 

６．審議内容 

上記の通りであり、特に審議決定し、答申すべきものはなかった。 

 

７，番組審議会の意見の概要の公表 

① 当社の番組「栃木放送からのお知らせ」（２０２６年５月３日） 

② 当社のホームページに掲載（２０２６年５月１１日） 

③ 当社事務局に議事録備え置き（２０２６年５月１１日～） 

以上 


